
 

 

 

 

 

 

 

 

花の公園の桜と花々 

  

ウクライナに平和を ガザに平和を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何と言っても桜並木にポニーの引き馬 

 
広場の早咲きの寒緋桜と園児たち 

 
桜の下、保育園児の撮影会 

 
改修が取り沙汰されているボート小屋 

 

 ２０２６年 春号 

碑文谷公園くらぶ発行 

 代表：熊澤 祐子 

第１１１号 渡り鳥が少なくなり、 

世界が騒がしくなっています 

 

 
桜は蕾、第 12回目のイベントでした 

 

碑文谷公園 ニュースくらぶ

この冬、神業のようだったスノボ、美しかったフィギュ

ア、半月ばかりテレビが楽しみでした。 

一方、振り子が振りきれたかのような衆院選がありまし

た。そして突如米国による新しい形の不条理な戦争が、世

界を震撼とさせ、石油危機が始まりました。そのことへの

臆面もない賛美に外交とは言え恥ずかしさを覚えました。 

平和を掲げた礼の国はどこに行ったのでしょう。価値観

が大きく変化している時代が進行しています 

民主主義には多数決だけでなく、結論に至るための熟議

が必要です。事前に何の相談もなく、突然現れた自由広場

のお邪魔棒、碑文谷公園でも思いました。 

池周りの公園では大きな樹木が減少し、桜が老木化し、

花の勢いがなくなっています。手入れされていない花壇も

あり、寂しい空間が広がっています 

さて、今年のポニーまつりに、模擬店の出店の打診があ

りました。メンバーの高齢化が進み、イベントへの協力の

継続に自信が持てなくなったため、公園くらぶは 25 年続

けてきたイベントへの参加を見送ることにしました。  

昨年盆踊りでこども場、鷹小のおやじの会とコラボし、

若者たちに頼もしさを覚えました。次世代の登場を願っ

て、皆さまに上記ご報告する次第です。なお花の公園の世

話、ニュースの発行は暫く継続します。 (文責 熱海) 



 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年一度の雪景色 

 

碑文谷公園を話し合う会（2月 26日開催） 

１新たな公民連携事業の休止について 

 

 

 

 

 

 

２花壇の管理について 

 

 

 

 

 

 

 

３その他 

スポーツ広場の園路を来年度補修の予定とのこと。 

なお、下記の事業を実施した旨の報告あり。 

 

 ～お知らせ～ 

◎フレンドパーク１６  5月 5日 

◎ポニーまつり  ５月 10日 

◎盆踊り  7月 2４日 2５日 

◎くらぶの定例会など 

・総会 5月 1７日 

・花の公園の世話は第２、４日曜日の 10時～ 

4月 12日、26日  5月 10日、24日  

6月 14日、28日  7月 12日、26日 

※体育施設は碑文谷体育館（03‐3760-1941） 

※動物広場はハーモニーセンター（03-3714-1548） 

※碑文谷土木公園事務所（03-5721-7287） 

 碑文谷公園くらぶは目黒区公園活動登録団体です 

会費は年 1000円 郵便振込みの口座番号 

00120－5－173538 碑文谷公園くらぶ 

ご意見などは下記までどうぞ  

熱海（あつみ）郁三 

 Tel 03－3713―0751 

自由広場に突然出

現した≪はらっぱい

きものランド≫ 

広場の利用上、杭

の場所の事前の協議

が欲しかった。 

花壇の管理をしたいと

いう方は現れなかった。 

花壇の手入れは必要で

あり、制度の運用方法も

含めて、来年度には方針

を決めて取り組む。 

池
の
西
の
花
壇
の
現
状 

公民連携事業としてボート小屋を整備する案が突

然の休止の通知あり。実証実験の評価を始め、公園の

使われ方の認識の違い、説明が二転三転し振り回さ

れたなど、参加者から問題視する声があがった。 

 ボート小屋の改修については、今後、公園事業の中

で対応していくとの区からの説明があった。 

 

避難所体験イベント  

碑文谷 6丁目自治会会長 戸田哲郎 

碑文谷 6 丁目自治会は、毎年 3 月に、災害が

起きた時何をすれば良いのか、備えはどうすれ

ば良いのか、そして地域として出来ることを知

ってもらうという趣旨で、避難所体験イベント

を行っております。 

避難所となる碑文谷体育館の広場をお借りし

て、そのエリアの鷹番住区住民会議（避難所エリ

アの三谷北町会・碑文谷町会を含む）、碑文谷体

育館、目黒区のご協力をいただき、今年も 3 月

20日（金・祝）小雨降る中、開催致しました。 

今回は、目黒区初のトイレトラックの展示や

ペット対応、目黒消防団第７分団による火災予

防啓蒙活動なども新たに加わり、起震車、発電

機、アルファ化米の炊飯、災害グッズ展示など普

段経験できないことを、地域の社会福祉法人の

方々含め沢山の方に体験していただきました。 
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トラック 起震車 
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炊き出し 




